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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第２四半期連結
累計期間

第40期
第２四半期連結

累計期間
第39期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 13,644 23,286 30,981

経常利益（百万円） 1,825 4,914 4,533

四半期（当期）純利益（百万円） 936 2,672 2,780

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 385 2,958 4,471

純資産額（百万円） 7,092 9,053 11,176

総資産額（百万円） 30,789 41,104 40,529

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
37.91 136.64 112.54

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ 136.13 112.53

自己資本比率（％） 22.4 21.6 27.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,005 2,630 5,522

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△268 △329 △831

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△636 △4,275 △1,275

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（百万円）
10,343 12,198 13,939

　

回次
第39期

第２四半期連結
会計期間

第40期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 18.24 100.15

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第39期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

シャクリー・グローバル・グループ株式会社(E03105)

四半期報告書

 2/20



２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当社グループの事業は、主力製品である栄養補給食品およびダイレクトセリングのビジネスモデルに関して、異

なる市場ごとに異なる規制を受けております。そのため将来における法律、規制、政策の変更ならびに、それらに

よって発生する制度や習慣の変化が、当社グループの収益に影響を及ぼす恐れがあります。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日までの６ヶ月間）におけるわが国経済

は、政府、日銀一体となった金融政策等により円高是正および株価回復が進み、景況感改善の兆しが見えてきま

した。

このような状況のもと、当社グループは、新規メンバー獲得やビジネスリーダー育成のための販売促進活動

を通じ、顧客やスーパーバイザーの増加に引き続き力を注いでまいりました。

当期の当社グループの売上高は、アジア事業での売上規模の大幅な増加により総売上高42,000百万円（前年

同期比72.1％増加、為替の影響を除くと42.6％増加）、純売上高（売上割戻差引後）23,286百万円（前年同期比

70.7％増加、為替の影響を除くと41.5％増加）となりました。

営業利益は5,079百万円（前年同期比134.0％増加）となりました。売上拡大をサポートするための投資によ

る費用増加があったものの、売上の大幅な増加により増益となりました。

経常利益は4,914百万円（前年同期比169.2％増加、為替の影響を除くと120.1％増加）、四半期純利益は

2,672百万円（前年同期比185.3％増加）となりました。

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、主に棚卸資産、その他の流動資産、固定資産が前連結

会計年度末に比べ増加しましたが、現金及び預金が減少しました。

これらの結果、総資産は前連結会計年度末に比べ575百万円の増加となりました。

負債につきましては、未払費用が減少しましたが、買掛金、借入金、その他流動負債、その他固定負債等が

増加したため総負債は前連結会計年度末に比べ2,697百万円の増加となりました。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ2,123百万円減少しました。これは主に自己株式が買い取り

により5,069百万円増加したためです。

また四半期純利益の計上により2,672百万円増加し、為替の影響により、為替換算調整勘定が純資産を増加さ

せる方向に285百万円変動しました。

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は12,198百万円（前年同四半期末は10,343百万

円）となり、前連結会計年度末より1,741百万円減少いたしました。

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益5,141百万円、減価償却費

394百万円、のれん償却額271百万円、売上債権の減少351百万円、仕入債務の増加740百万円等による収入、また

一方、法人税等の支払額1,946百万円、たな卸資産の増加1,553百万円、その他740百万円等による支出により、

営業活動全体として2,630百万円の収入となりました。（前年同四半期は2,005百万円の収入）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、有形固定資産の取得による支出206百万円、無形固定資

産の取得による支出127百万円等により、投資活動全体として329百万円の支出となりました。（前年同四半期は

268百万円の支出）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、長期借入れによる収入850百万円、自己株式の取得によ

る支出4,055百万円、長期借入金の返済による支出871百万円、リース債務の返済による支出198百万円により、

財務活動全体として4,275百万円の支出となりました。（前年同四半期は636百万円の支出）

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、274百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 25,920,000 25,920,000

　　東京証券取引所

　　ＪＡＳＤＡＱ

　　（スタンダード）　

－

計 25,920,000 25,920,000 － －

 (注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成25年６月26日

新株予約権の数（個） 50,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 50,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,173

新株予約権の行使期間
自  平成25年７月17日

至  平成35年７月16日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格      1,173

資本組入額      587

新株予約権の行使の条件

(1)各新株予約権の一部は行使できないものとする。(2)被

割当者は、権利行使時に当社又は当社子会社の取締役、執

行役、従業員又はこれらに準ずる者の地位にあることを要

する。(3)この他の条件は、別途定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が吸収合併、新設合併、吸収分割、新設分割、株式

交換又は株式移転を行う場合には、当該契約または計画に

従い、本新株予約権に代えて、当該合併後存続する株式会

社、当該合併により設立する株式会社、当該吸収分割に際

して吸収分割会社の事業に係る権利義務を承継する株式会

社、当該新設分割により設立する株式会社、当該株式交換

により株式交換完全親会社となる株式会社又は株式移転に

より設立する株式会社の新株予約権が交付されうる。この

場合に、交付されうる新株予約権の条件は、以下に定める

とおりとする。　
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決議年月日 平成25年６月26日

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

(1) 新株予約権の目的である株式

 合併後存続する株式会社、合併により設立する株式会

社、吸収分割に際して吸収分割会社の事業に係る権利義務

を承継する株式会社、新設分割により設立する株式会社、

株式交換により株式交換完全親会社となる株式会社又は株

式移転により設立する株式会社の同種の株式

(2) 新株予約権の目的である株式の数

 合併、会社分割、株式交換又は株式移転の比率に応じて

調整する。調整の結果、新株予約権を行使した新株予約権

者に交付する株式の数に１株に満たない端数が生じる場

合、これを切り捨てる。

(3) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額（行

使価額）

　合併、会社分割、株式交換又は株式移転の比率に応じて

調整する。調整の結果生じる１円未満の端数は、これを切

り上げる。

 (4) 新株予約権を行使することができる期間、新株予約

権の行使の条件、会社が新株予約権を取得することができ

る事由等

 吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割

計画、株式交換契約又は株式移転計画において定める。

(5) 譲渡による新株予約権の取得の制限

 新株予約権の譲渡による取得については、新株予約権を

交付する会社の取締役会の承認を要する。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年７月１日

～

平成25年９月30日

－ 25,920,000 － 100 － －
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

シャクリー・グローバル・グ
ループ株式会社

東京都新宿区西新宿二丁目６番１号 11,344 43.77

シルバー・ファミリー・ホール
ディングス・エルエルシー
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

Corporation Trust Company 1209 Orange 
Street Corporation Trust Center 
Wilmington, Delaware 19801 USA
 （東京都中央区月島四丁目16番13号）

8,069 31.13

ジェーピー　モルガン　チェー
ス　バンク380055
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

270 Park Avenue,New York,NY10017,United
States of America
 （東京都中央区月島四丁目16番13号）

1,987 7.67

プロスペクト　ジャパン　ファン
ド　リミテッド
（常任代理人　香港上海銀行　
東京支店 カストディ業務部）

Trafalgar Court,Les Banques,St Peter
Port,Guernsey Channel Islands,U.K.

(東京都中央区日本橋三丁目11番１号)
1,057 4.08

日本シャクリー取引先持株会 東京都新宿区西新宿二丁目６番１号 505 1.95

アールエイチジェイ・インター
ナショナル・エスエイ
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

Avenue Louise 326,1050 Brussels,Belgium
 （東京都中央区月島四丁目16番13号）

403 1.55

　
ＣＧＭＬ－ＩＰＢ　ＣＵＳＴＯ
ＭＥＲ　ＣＯＬＬＡＴＥＲＡ
Ｌ　ＡＣＣＯＵＮＴ
（常任代理人　シティバンク銀
行株式会社 証券業務部）
　

Citigroup Centre,Canada Square,Canary
Wharf,London E14 5LB
（東京都品川区東品川二丁目３番14号）

268 1.03

高橋　新 大阪府門真市 257 0.99

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 100 0.39

東京トヨペット株式会社　 東京都港区芝浦四丁目８番３号　 34 0.13

計 － 24,026 92.69

　（注）所有株式数は1,000株未満を切り捨てて表示しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   11,344,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   14,459,000 14,459 －

単元未満株式 普通株式      117,000 － －

発行済株式総数 25,920,000 － －

総株主の議決権 － 14,459 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

シャクリー・グローバ

ル・グループ株式会社

東京都新宿区西新宿

二丁目６番１号
11,344,000 － 11,344,000 43.77

計 － 11,344,000 － 11,344,000 43.77

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

取締役の状況

退任取締役  

氏　名 退任年月日

野宮　博　 平成25年６月27日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,946 12,204

売掛金 2,680 2,384

商品及び製品 2,855 3,892

原材料及び貯蔵品
※1 1,490 ※1 2,140

その他 4,242 4,925

貸倒引当金 △38 △38

流動資産合計 25,176 25,509

固定資産

有形固定資産 3,419 3,480

無形固定資産

のれん 5,691 5,650

商標 3,594 3,737

その他 1,229 1,333

無形固定資産合計 10,515 10,721

投資その他の資産

その他 1,418 1,392

投資その他の資産合計 1,418 1,392

固定資産合計 15,353 15,594

資産合計 40,529 41,104

負債の部

流動負債

買掛金 2,088 2,899

1年内返済予定の長期借入金 925 934

1年以内のリース債務 423 447

未払売上割戻金 3,668 3,667

未払法人税等 1,529 1,638

未払費用 2,315 2,126

代理店研修会議費引当金 503 452

ポイント引当金 38 51

その他 2,088 2,636

流動負債合計 13,580 14,854

固定負債

長期借入金 11,340 11,415

長期リース債務 2,213 2,137

退職給付引当金 916 971

役員退職慰労引当金 20 22

繰延税金負債 520 829

その他 762 1,819

固定負債合計 15,772 17,195

負債合計 29,353 32,050
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 1,196 1,196

利益剰余金 11,276 13,949

自己株式 △978 △6,047

株主資本合計 11,593 9,197

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6 7

為替換算調整勘定 △613 △328

その他の包括利益累計額合計 △606 △320

新株予約権 189 175

純資産合計 11,176 9,053

負債純資産合計 40,529 41,104
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 13,644 23,286

売上原価 4,825 7,670

売上総利益 8,818 15,615

販売費及び一般管理費
※1 6,647 ※1 10,535

営業利益 2,170 5,079

営業外収益

受取利息 1 17

為替差益 － 226

その他 7 4

営業外収益合計 9 247

営業外費用

支払利息 285 298

為替差損 6 －

その他 63 115

営業外費用合計 354 413

経常利益 1,825 4,914

特別利益

保険差益 － 210

新株予約権戻入益 － 15

特別利益合計 － 226

税金等調整前四半期純利益 1,825 5,141

法人税等 889 2,468

四半期純利益 936 2,672
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

四半期純利益 936 2,672

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 0

為替換算調整勘定 △551 285

その他の包括利益合計 △551 286

四半期包括利益 385 2,958

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 385 2,958
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,825 5,141

減価償却費 358 394

のれん償却額 218 271

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △1

受取利息及び受取配当金 △2 △17

支払利息 285 298

為替差損益（△は益） 0 10

保険差益 － △210

売上債権の増減額（△は増加） △167 351

たな卸資産の増減額（△は増加） △57 △1,553

長期前払費用の増減額（△は増加） 42 △83

仕入債務の増減額（△は減少） 402 740

未払費用の増減額（△は減少） △88 △263

代理店研修会議費引当金の増減額（△は減少） △81 △60

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9 △11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △51 2

その他 139 △740

小計 2,812 4,266

利息及び配当金の受取額 1 17

利息の支払額 △240 △268

法人税等の支払額 △568 △1,946

法人税等の還付額 － 351

保険金の受取額 － 210

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,005 2,630

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △126 △206

無形固定資産の取得による支出 △155 △127

従業員に対する貸付けによる支出 △63 －

従業員に対する貸付金の回収による収入 77 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △268 △329

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 850

長期借入金の返済による支出 △444 △871

リース債務の返済による支出 △190 △198

自己株式の取得による支出 △0 △4,055

財務活動によるキャッシュ・フロー △636 △4,275

現金及び現金同等物に係る換算差額 △419 232

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 680 △1,741

現金及び現金同等物の期首残高 9,662 13,939

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 10,343 ※1 12,198
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．原材料及び貯蔵品に含まれる仕掛品の金額は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

仕掛品 280百万円 419百万円

　

２．特定融資枠契約

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

特定融資枠契約額 4,000百万円 4,000百万円

借入実行残高 － －

未実行残高 4,000 4,000

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

代理店研修会議費引当金繰入額 168百万円 158百万円

従業員給与・手当・賞与 2,024 3,365

退職給付費用 170 189

研究開発費 216 274

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 10,348百万円 12,204百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △5 △6

現金及び現金同等物 10,343 12,198

（株主資本等関係）

株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成25年６月25日開催の株主総会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得等により自

己株式は、当第２四半期連結累計期間において5,069百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において6,047

百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上

額　

（注）３
日本 北米

その他
アジア
（注）１

合計

売上高     　 　

外部顧客への売上高 3,371 5,599 4,673 13,644 － 13,644

セグメント間の内部売上高
又は振替高

119 1,667 － 1,787 △1,787 －

計 3,491 7,267 4,673 15,431 △1,787 13,644

セグメント利益 744 492 1,020 2,257 △86 2,170

（注）１.「その他アジア」の区分は、日本以外のアジア地域の現地法人の事業活動であります。　

２.セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。　

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上

額　

（注）３
日本 北米

その他
アジア
（注）１

合計

売上高     　 　

外部顧客への売上高 3,372 7,007 12,906 23,286 － 23,286

セグメント間の内部売上高
又は振替高

237 4,305 － 4,543 △4,543 －

計 3,610 11,313 12,906 27,829 △4,543 23,286

セグメント利益 625 839 3,921 5,385 △305 5,079

（注）１.「その他アジア」の区分は、日本以外のアジア地域の現地法人の事業活動であります。　

２.セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。　

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

EDINET提出書類

シャクリー・グローバル・グループ株式会社(E03105)

四半期報告書

17/20



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 37円91銭 136円64銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 936 2,672

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 936 2,672

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,711 19,559

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円－銭 136円13銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） － 73

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

───── ─────

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月14日

シャクリー・グローバル・グループ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 相澤　範忠　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　葉子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシャクリー・グ

ローバル・グループ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シャクリー・グローバル・グループ株式会社及び連結子会社の平成25

年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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